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(証券コード3930)
　2019年10月９日

株 主 各 位
　

東京都港区南青山六丁目５番55号
株 式 会 社 は て な
代表取締役社長 栗 栖 義 臣

第19回定時株主総会招集ご通知
拝啓 ますますご清栄のこととお喜び申しあげます。
　さて、当社第19回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご
出席くださいますようご通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面により議決権を行使することができますの
で、お手数ながら後記株主総会参考書類をご検討くださいまして、同封の議決権行使
書用紙に議案に対する賛否をご表示いただき、2019年10月23日（水曜日）午後７時
までに到着するようご送付くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
　

記
　

1. 日 時 2019年10月24日（木曜日）午前10時（午前９時開場）
2. 場 所 東京都渋谷区渋谷四丁目４番25号

アイビーホール（青学会館）２階ミルトス
3. 目 的 事 項
報 告 事 項 第19期（2018年８月１日から2019年７月31日まで）

事業報告及び計算書類報告の件
決 議 事 項
第１号議案 　取締役４名選任の件
第２号議案 　監査役３名選任の件
第３号議案 　補欠監査役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申しあげます。また、代理人による出席の場合は、代理権を証明する書類を議決権行使書用紙
とともに会場受付へご提出ください。なお、代理人の資格は、当社の議決権を有する他の株主様１
名限りとさせていただきます。

◎資源節約のため、本招集ご通知をご持参くださいますようお願い申しあげます。
◎ご来場くださる株主様と出席が難しい株主様との公平性等を勘案し、お土産の配布は行っておりま

せん。何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。
◎本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、計算書類の「個別注記表」につきましては、インタ

ーネット上の当社ウェブサイト（https://hatenacorp.jp/）に掲載しておりますので、本招集ご通
知及び提供書面には記載しておりません。

◎株主総会参考書類、事業報告、計算書類に修正が生じた場合は、インターネット上の当社ウェブサ
イト（https://hatenacorp.jp/）に掲載させていただきます。
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売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
25.2 億円

（前年比 20.5％増） （前年比 41.5％増） （前年比 34.1％増） （前年比 39.6％増）
4.5 億円 4.4 億円 3.2 億円

（提供書面）

事 業 報 告
（2018

2019
年
年

８
７

月
月

１
31

日
日

から
まで）

1. 会社の現況
（1）当事業年度の事業の状況

① 事業の経過及び成果

　 当事業年度における我が国経済は、内閣府の2019年８月の月例経済報告によ
ると、景気について、「輸出を中心に弱さも見られるが、緩やかに回復してい
る。」とされております。先行きについては、「当面、弱さが残るものの、雇
用・所得環境の改善が続くなかで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が
続くことが期待される。ただし、通商問題を巡る緊張の増大が世界経済に与え
る影響に注意するとともに、中国経済の先行き、海外経済の動向と政策に関す
る不確実性、金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある。」とされており
ます。
　当社がUGCサービス事業（注１）を展開するインターネット関連業界におき
ましては、『消費動向調査』（内閣府経済社会総合研究所）によりますと、2019
年のスマートフォン世帯普及率は78.4％（前年比3.2％増）と普及が進んでお
り、今後もスマートフォン市場は緩やかに拡大していくものと予測されます。
また、2018年７月度に総務省情報通信政策研究所が公表した『平成29年７月
情報通信メディアの利用時間と情報行動に関する調査報告書』によりますと、

「全世代では、テレビの視聴時間がもっとも長く、平日159.4分、休日214.0分
だが減少傾向にある。一方、テレビに続くインターネットは、平日100.4分、
休日123.0分だが増加傾向にある。40代のインターネット利用者の行為者率、
つまり使っている人の割合は、平日、休日ともに初めてテレビのリアルタイム
視聴を上回った。」とされており、インターネットの存在がテレビと肩を並べつ
つあり、今後もインターネットを取り巻くマーケットサイズは拡大していくも
のと予測しております。
　このような事業環境のもと、当社におきましては、自社で開発したユーザー
参加型サービス群を「コンテンツプラットフォームサービス」と位置付け、そ
の運営を通して培われた技術力やユーザーコミュニティを活かし、法人顧客向
けに「コンテンツマーケティングサービス」、「テクノロジーソリューションサ
ービス」をサービス領域として提供しております。
　コンテンツプラットフォームサービスにおいては、「はてなブログ」、「人力検
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索はてな」等に対するGoogleなど検索エンジン経由の来訪者が伸び悩んだもの
の、主力サービスとなっている「はてなブログ」の登録ユーザー数や、月間ユ
ニークブラウザ数（注２）が順調に推移し、「はてなブログ」の有料プラン「は
てなブログPro」等の課金売上についても好調に推移しました。
　その結果、コンテンツプラットフォームサービスの売上高は、581,326千円

（前年比1.2％増）となりました。
　コンテンツマーケティングサービスにおいては、BtoB向けストック型を中心
に事業展開いたしました。当社が提供する「はてなブログMedia」サービスに
おいて、使いやすい操作画面、高いシステム安定性、検索エンジンから評価さ
れやすいサイト構造を実現するため、機能強化に努めてまいりました。Google
が業界各社と協力して開発を進める「モバイル環境でWebコンテンツの表示を
高速化するプロジェクト」であるAMP（Accelerated Mobile Pages）に国
産CMS（注３）としてはいち早く対応し、大手企業、ベンチャー企業を問わ
ず、幅広い企業層に対してサービス提供実績を積み上げてまいりました。また、
前事業年度より、提供サービスプランに「レギュラー」「ライト」の２プラン制
を導入する等、販売機会の更なる獲得に努めた結果、新規導入のオウンドメデ
ィアの媒体メディア数が増加しました。また、媒体メディアに掲載されるネイ
ティブ広告、バナー広告等の広告売上についても、「はてなブログMedia」の運
用媒体数の増加に伴い、堅調に推移いたしました。
　その結果、コンテンツマーケティングサービスの売上高は852,105千円（前
年比16.2％増）となりました。
　テクノロジーソリューションサービスにおいては、主に受託サービスとサー
バー監視サービス「Mackerel（マカレル）」から構成されております。受託サ
ービスについては、Webマンガサービスに特化した当社開発のマンガビューワ

（GigaViewer）が、ビューワ機能提供開始以降、「少年ジャンプ+」「となりの
ヤングジャンプ」（サービス提供者：株式会社集英社）、「マガジンポケット」

「コミックDAYS」（サービス提供者：株式会社講談社）、「くらげバンチ」（サー
ビス提供者：株式会社新潮社）、「ヒーローズ」（サービス提供者：株式会社ヒー
ローズ）、「コミックボーダー」（サービス提供者：株式会社リイド社）、「コミッ
クガルド」（サービス提供者：株式会社オーバーラップ）の合計８サービスに採
用されました。ユーザー向けの各種機能に加え、サービス提供者のサービス運
用コストの削減に貢献する管理機能の継続的な機能開発や、マンガビューワに
掲載する広告の販売と運用に注力しました。また、任天堂株式会社のNintendo
Switchソフト「大乱闘スマッシュブラザーズ SPECIAL」（注４）の一部機能の
開発、「大乱闘スマッシュブラザーズ SPECIAL」に連動したゲーム専用のスマ
ートフォンサービス「スマプラス」（注５）等、受託開発案件の納品及び検収が
複数完了し、収益認識にいたりました。保守運用サービスでは、納品済受託開
発案件の積上による運用数の増加により、前年比34.6％増の売上成長となりま
した。「Mackerel（マカレル）」については、AWS（アマゾンウェブサービス）
のパートナー制度「AWS パートナーコンピテンシープログラム」において、
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「AWS DevOps コンピテンシー」認定を、当社が国内企業で初めて取得して
おります。世界190か国以上、数百万のアカウントを持つクラウドサービスで
あるAWSの顧客企業に対し、「Mackerel（マカレル）」の拡販を目指してまい
りました。また、クラスメソッド株式会社との間で、販売店契約を締結いたし
ました。AWS最上位コンサルティングパートナーである同社とのパートナーシ
ップにより、「Mackerel（マカレル）」の販売を強化するとともに、「クラスメ
ソッドメンバーズ」の監視オプションに「Mackerel（マカレル）」が採用され、
同社の顧客企業の開発・運用プロセスの効率化に貢献してまいりました。さら
に、新機能として、2019年２月に「Mackerelコンテナエージェント」をβリ
リースし、同年７月に正式リリースしました。本機能は、仮想化技術のひとつ
であり、ニーズが高まる「コンテナ」の監視に対応したものです。また、2019
年３月に「ロール内異常検知」をβリリースし、同年８月に有料オプションと
して正式リリースいたしました。「ロール内異常検知」は、機械学習を活用した
新機能であり、当該機能により、複雑だった監視ルールの設定とメンテナンス
を要さずに、簡単な監視項目の設定のみでサーバーの異常検知が可能となりま
した。
　その結果、テクノロジーソリューションサービスの売上高は、1,087,021千
円（前年比38.4％増）となりました。
　また、企業価値の向上への取り組みに対し、次の営業費用を重点的に資本投
下いたしました。まず、コンテンツプラットフォームサービスにおいて、前事
業年度に引き続き、ITインフラの刷新プロジェクトを展開いたしました。イン
フラ移行に合せて、レガシーサービス「はてなダイアリー」を後継サービス

「はてなブログ」へ統合が完了し、今後の開発効率向上に向けての体制強化に繋
がりました。その結果、データセンター利用料が増加し、前年比6.7％増となり
ました。次に、中長期的な事業成長に備えるため、当社サービスの中核を担う
人材の採用を、前事業年度に引き続き推進いたしました。その結果、給料及び
手当が増加し、前年比17.1％増となりました。
　以上の結果、当事業年度の売上高は2,520,452千円（前年比20.5％増）、営
業利益は452,442千円（同41.5％増）、経常利益は449,507千円（同34.1％
増）、当期純利益は327,630千円（同39.6％増）となりました。いずれの利益
額も2001年の創業来、最高額となりました。
　なお、当社はUGCサービス事業の単一セグメントであるため、セグメントご
との記載はしておりません。

（注）１．User Generated Contentの略。インターネット上で利用者自身がテキ
ストや画像、映像などのコンテンツを発信することができる場を提供する
サービス。

２．ある一定期間内にWEBサイトにアクセスした、重複のないブラウザ数。１
人のユーザーが何度でも同じWEBサイトを訪れても１人と数えられる。

「訪問数」ではなく、「訪問者数」を表し、WEBサイトの人気や興味の度合
いを判断する指標。
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３．Contents Management Systemの略。HTMLやCSSのようなWEBサイ
トの制作に必要な専門知識を必要とせず、テキストや画像等の情報を入力
するだけで、サイト構築を自動的に行うことができるシステム。

４．人気対戦型アクションゲームシリーズの最新タイトル。2018年12月７日
に発売され、販売数500万本を歴代ゲームソフトで最速となる１週間で突
破した、大人も子供も楽しむことのできるゲームソフト。

５．ゲーム内の機能を使ってユーザーが制作・投稿した「動画」「静止画」「ス
テージ」等が日々更新され、ゲームをより楽しくするコンテンツを閲覧す
ることができるサービス。
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② 設備投資の状況
　当事業年度中において実施いたしました設備投資の総額は118,598千円であ
り、その主な内容は、業務用パソコン等の工具、器具及び備品の取得等21,346
千円及び自社利用目的のソフトウエアの構築等97,252千円であります。

　
③ 資金調達の状況

　当社は、資金の機動的かつ安定的な調達に向け、取引銀行１行との間に、総
額200,000千円の当座貸越契約を締結いたしました。

なお、当事業年度末における借入実行残高はありません。
　

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
　該当事項はありません。

　
⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況

　該当事項はありません。
　

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状
況

　該当事項はありません。
　

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
　該当事項はありません。

　
（2）財産及び損益の状況

　

区 分 第 16 期
（2016年７月期）

第 17 期
（2017年７月期）

第 18 期
（2018年７月期）

第 19 期
（当事業年度）

（2019年７月期）
売 上 高（千円） 1,559,245 1,890,245 2,092,409 2,520,452
経 常 利 益（千円） 235,128 351,799 335,092 449,507
当 期 純 利 益（千円） 144,424 233,274 234,707 327,630
１株当たり当期純利益（円） 57.75 82.71 82.30 113.65
総 資 産（千円） 1,293,702 1,595,399 1,826,433 2,310,246
純 資 産（千円） 1,035,153 1,292,103 1,533,636 1,881,269
１株当たり純資産額（円） 372.10 455.01 536.92 647.03
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（注）1. １株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数、１株当たり純資産額は期末発行済株式
総数に基づき算出しております。

2. 2015年12月11日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を実施しておりますが、
第16期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり当期純利益及び１株当たり
純資産額を算定しております。
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（3）重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

　該当事項はありません。
　

② 重要な子会社の状況
　該当事項はありません。

　
（4）対処すべき課題

当社は、以下の６点を対処すべき課題と認識しております。
① UGCサービス「はてな」の魅力の拡充

　当社の事業はスマートフォンやタブレットに代表される新しいスマートデバ
イスの普及・拡大によるインターネットアクセス手段の多様化や、他のソーシ
ャルメディアサービスの台頭など、技術環境や競合サービスの進化に大きく影
響を受けます。
　当社は、UGCサービスの新規機能やコンテンツの提供を行うことで、サービ
スの魅力を増大させて登録ユーザー数並びにユニークブラウザ数を増加させて
いきたいと考えております。

　
② 新規取引先の拡大と事業基盤の強化

　当社は、対前年比で売上が拡大いたしましたが、依然として既存顧客基盤へ
の依存度が高く、当社の業績が売上高上位企業の投資動向に左右される状態が
続いております。UGCサービス自体のアクセス増大に取り組む他、積極的に他
社への営業活動を継続的に行い、新規取引先の拡大に努めます。
　また、個人向け・法人向けを問わず、UGCサービスに集積した情報資産や利
用者基盤を活用してテクノロジーソリューションサービスの拡大に取り組みま
す。

　
③ 組織体制及び内部管理体制の強化

　当社は、積極的に企業価値を拡大していくためには、優れたサービスを構築
することができる専門的技術、知識を有した優秀な人材の採用を行うとともに、
最大限に能力を発揮することができる組織体制の強化が重要な課題であると認
識しております。従業員が新規サービスのアイデアを自発的に具現化する施策
を行うなど、従業員のモチベーションを喚起し、イノベーションを創り出す組
織文化を追求してまいります。
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　また、より一層の事業拡大に応じた内部管理体制の構築を図るとともに、コ
ーポレート・ガバナンスの充実に取り組んでまいります。
　さらに、当社の成長速度に見合った人材の確保及び育成が重要な課題と認識
しており、継続的な採用活動を行ってまいります。

　
④ 知名度の向上

　当社は、UGCサービスにおいて15年以上の提供実績を持ち、個人に対して
は一定の認知度を有していると考えております。一方で、法人顧客に対しては
認知度が十分ではないと考えております。セミナー開催や技術カンファレンス
における登壇などを通じて、積極的な広報活動や宣伝活動を実施し、認知度の
向上に取り組みます。

　
⑤ 技術革新への対応

　インターネットを活用したUGCサービスは、スマートフォンやタブレット
等、スマートデバイスと呼ばれる端末の技術革新によって更に普及していくと
考えられます。従来のパソコンや携帯電話（フィーチャーフォン）とは利用環
境が異なるため、今後の市場動向は常に不透明性を帯びております。スマート
デバイスにおいて利用しやすいサービス機能の充実や最適なインフラ環境の維
持、整理等によって、各種技術革新への対応に取り組みます。

⑥ 不適切な広告配信に対する監視体制の強化
　当社は、顧客に対する価値を担保するために、不正な広告表示、錯誤を誘発
する広告表示及び違法コンテンツを掲載するインターネットメディアへの広告
配信の監視、また、成人向け広告の取り扱いに関する社内方針を定め、該当す
る広告取引の減少に取り組みます。
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（5）主要な事業内容（2019年７月31日現在）
事 業 内 容 主 要 な サ ー ビ ス

UGCサービス事業
コンテンツプラットフォーム「はてなブログ」「はてなブックマー
ク」の開発・運営並びにコンテンツマーケティングサービス「はて
な ブ ロ グ Media」・ テ ク ノ ロ ジ ー ソ リ ュ ー シ ョ ン サ ー ビ ス

「Mackerel（マカレル）」の提供等

（6）主要な営業所（2019年７月31日現在）
　

本 店 東京都港区
本 社 京都府京都市

（7）使用人の状況（2019年７月31日現在）
　

事 業 区 分 使 用 人 数 前事業年度末比増減
UGCサービス事業 144（34）名 17名増（８名増）

（注）使用人数は就業員数であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員を含
む。）は、年間の平均人員を（ ）外数で記載しております。

　
（8）主要な借入先の状況（2019年７月31日現在）

　該当事項はありません。

（9）その他会社の現況に関する重要な事項
　当社は、企業の社会性を認識し、社会貢献活動を重要な責務として捉え、CSR活
動を実施しております。
　2004年に発生した「新潟県中越地震」の大被害を受け、多くのはてなユーザー様
から「はてなポイントを使って義援金を現地に届けたい」とご要望いただき、本窓
口を開設し、ユーザー様からお寄せいただいたポイントを義援金として日本赤十字
に寄付する取り組みを開始しました。以来、大規模な災害が国内外で発生した折に
は、義援金 (国内) および救援金 (海外) の募集と寄付を行っております。
　また、「預金を通じて、困っている人や団体を支援する」という活動のもと、「応
援定期預金」を作成することで、定期預金の預入残高に一定割合を乗じた金額を、
取引先金融機関が、応援先 (国立成育医療研究センター) に寄付しております。寄
付を通じて、重い病気や障がい等で長期入院するこどもたちを支援しております。
（注）CSRとは、Corporate Social Responsibilityの略。持続可能な社会形成を

目的として、企業が経済活動に加えて、社会や環境などの要素に向けても責
任ある活動をすべきであるという概念。
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2. 会社の株式に関する事項
　 株式の状況（2019年７月31日現在）

① 発行可能株式総数 9,800,000株
② 発行済株式の総数 2,907,700株
③ 株主数 1,756名
④ 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数（株） 持 株 比 率 （％）
近 藤 淳 也 1,073,274 36.91
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口) 198,300 6.82
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口９) 131,600 4.53
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 127,508 4.39
NOMURA PB NOMINEES LIMITED OMNIBUS-MARGIN（CASHPB) 81,700 2.81
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口) 71,400 2.46
栗 栖 義 臣 65,000 2.24
資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｂ口) 64,000 2.20
J.P.MORGAN BANK LUXEMBOURG S.A. 1300000 45,340 1.56
Ｍ Ｏ Ｃ Ｈ Ｉ Ｏ Ｕ Ｍ Ｅ Ｄ Ａ 40,000 1.38

（注）1. 信託銀行等の信託業務に係る株式数については、当社として網羅的に把握することができな
いため、株主名簿上の名義で所有株式数を記載しております。

2. 持株比率は、自己株式（136株）を控除して計算しております。
3. 上記株主の英文名は、㈱証券保管振替機構から通知された「総株主通知」に基づき記載して

おります。
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3. 会社の新株予約権等に関する事項
① 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

(2019年７月31日現在）
　

第８回新株予約権 第10回新株予約権
発行決議日 2010年３月５日 2011年７月29日
区分 取締役（注） 取締役（注）
保有者数 　1名 　1名
新株予約権の数 11個 11個
新株予約権の目的となる株式の数 1,100株 1,100株
目的となる株式の種類 普通株式 普通株式
新株予約権１個当たりの発行価額 無償 無償
権利行使時１株当たりの行使価額 430円 430円

権利行使期間 2012
2020

年
年

４
３

月
月

２
５

日
日

から
まで

2013
2021

年
年

７
７

月
月

31
29

日
日

から
まで

　
第11回新株予約権 第12回新株予約権

発行決議日 2012年７月30日 2013年７月26日
区分 取締役（注） 取締役（注）
保有者数 　2名 　1名
新株予約権の数 624個 46個
新株予約権の目的となる株式の数 62,400株 4,600株
目的となる株式の種類 普通株式 普通株式
新株予約権１個当たりの発行価額 無償 無償
権利行使時１株当たりの行使価額 430円 430円

権利行使期間 2014
2022

年
年

８
７

月
月

１
30

日
日

から
まで

2013
2023

年
年

７
７

月
月

29
28

日
日

から
まで

（注）社外取締役分は含まれておりません。
　

② 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に対し交付した新株予約権の
状況

　該当事項はありません。
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4. 会社役員の状況
① 取締役及び監査役の状況（2019年７月31日現在）

　

会社における地位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代 表 取 締 役 社 長 栗 栖 義 臣
取 締 役 毛 利 裕 二 ビジネス開発本部長
取 締 役 近 藤 淳 也 株式会社OND 代表取締役社長
取 締 役 リチャード・チェン
監 査 役 柴 崎 真 一

監 査 役 中 村 勝 典
シティア公認会計士共同事務所 共同代表
株式会社マースグループホールディングス 社外
取締役
株式会社アズ企画設計 社外監査役

監 査 役 砂 田 有 紀
　（旧 姓 佐 藤）

創・佐藤法律事務所 パートナー
株式会社ZUU 社外監査役
株式会社ディー・エル・イー 社外監査役
株式会社ネットプロテクションズホールディング
ス 社外取締役（監査等委員）

　

（注）1. 取締役リチャード・チェン氏は、社外取締役であります。
2. 監査役柴崎真一氏は、常勤監査役であります。
3. 監査役中村勝典氏及び監査役砂田有紀氏は、社外監査役であります。
4. 監査役中村勝典氏は、公認会計士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の

知見を有するものであります。
5. 監査役砂田有紀氏は、弁護士の資格を有しており、企業法務に関する相当程度の知見を有

するものであります。
6. 当社は、取締役リチャード・チェン氏、監査役中村勝典氏、監査役砂田有紀氏を東京証券

取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

② 事業年度中に退任した取締役及び監査役
該当事項はありません。
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③ 取締役及び監査役の報酬等
イ．当事業年度に係る報酬等の総額

区 分 員 数 報酬等の額
取 締 役
（う ち 社 外 取 締 役）

4名
　（1）

40,068千円
（2,484）

監 査 役
（う ち 社 外 監 査 役）

3
（2）

9,164
　（2,400）

合 計
（う ち 社 外 役 員）

7
（3）

49,232
（4,884）

（注）1. 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
2. 取締役の報酬限度額は、2014年10月29日開催の第14回定時株主総会において、年額（１

事業年度当たりの金額）１億3,000万円以内（うち社外取締役分は年額 (１事業年度当たり
の金額）400万円以内。また、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まない。）と決議いた
だいております。

3. 監査役の報酬限度額は、2013年10月30日開催の第13回定時株主総会において、年額（１
事業年度当たりの金額）1,400万円以内（うち社外監査役分は年額（１事業年度当たりの金
額）400万円以内）と決議いただいております。

ロ．当事業年度に支払った役員退職慰労金
　該当事項はありません。

ハ．社外役員が親会社等又は親会社等の子会社等から受けた役員報酬等の総額
　該当事項はありません。

④ 社外役員に関する事項
イ．他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

・社外監査役中村勝典氏は、シティア公認会計士共同事務所の共同代表として
同事務所を経営しております。また、株式会社マースグループホールディン
グスの社外取締役、並びに株式会社アズ企画設計の社外監査役であります。
当社と兼職先との間には特別の関係はありません。

・社外監査役砂田有紀氏は、創・佐藤法律事務所のパートナーとして同事務所
を経営しております。また、株式会社ネットプロテクションズホールディン
グスの社外取締役（監査等委員）、並びに株式会社ZUU、株式会社ディー・
エル・イーの社外監査役であります。当社と兼職先との間には特別の関係は
ありません。
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ロ．当事業年度における主な活動状況
出 席 状 況 及 び 発 言 状 況

取締役 リチャード・チェン
当事業年度に開催された取締役会19回のうち、19回に出席
いたしました。IT業界での豊富な経験に基づく専門性を活か
し、有益な発言を行っております。

監査役 中 村 勝 典

当事業年度に開催された取締役会19回のうち、19回に出席
いたしました。監査役会15回のうち、15回に出席いたしま
した。公認会計士として専門的見地から、取締役会において
意思決定の妥当性、適正性を確保するための発言を行ってお
ります。

監査役 砂 田 有 紀
（旧 姓 佐 藤）

当事業年度に開催された取締役会19回のうち、19回に出席
いたしました。監査役会15回のうち、14回に出席いたしま
した。弁護士として専門的見地から、取締役会において意思
決定の妥当性、適正性を確保するための発言を行っておりま
す。

ハ．責任限定契約の内容の概要
　当社は、会社法第427条第１項の規定に基づき、会社法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する契約を締結することができる旨を定款に規定しており、
社外取締役及び社外監査役との間で責任限定契約を締結しております。
　当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、社外取締役及び社外監査役が、
その職務を行うにつき善意で重大な過失がないときは、会社法第425条第１項
に定める最低責任限度額としております。
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5. 会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称

有限責任 あずさ監査法人
（2）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 公認会計士法第２条第１項の業務にかかる報酬等の額
21,500千円

② 当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の額の合計額
21,500千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査
と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬等の額を明確に区分して
おらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る会計監査
人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査結果の内容、会計監査の職務執行状
況及び報酬見積の算定根拠等について、その適正性、妥当性を検討
した結果、会計監査人の報酬等の額につき同意の判断をいたしまし
た。

（3）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要がある
と判断した場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任または不再任に関
する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認
められる場合には、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任
いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集され
る株主総会におきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたし
ます。
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6. 業務の適正を確保するための体制
　当社では、会社法及び会社法施行規則に基づき、以下のような業務の適正性を確
保するための体制整備を基本方針として、内部統制システム整備の基本方針を定め、
取締役会において決議しております。

（1）当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保す
るための体制

① 当社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保
するため、「行動指針」「コンプライアンス規程」等を制定し、役職員はこれ
を遵守します。

② 「取締役会規程」をはじめとする社内諸規程を制定し、役職員の職務の執行が
法令及び定款に適合するように担保します。

③ コンプライアンス・リスク委員会を設置し、全役職員が法令等を遵守した行
動、高い倫理観をもった行動をとることを促すとともに、研修等を実施する
ことにより「コンプライアンス規程」の周知徹底を行います。また、内部通
報制度を確立し、不適切な行為の兆候もしくは不適切な行為を発見した場合
に、報告・相談できるルートを確保します。

④ 役職員の職務執行の適正性を確保するために、社長直轄の内部監査担当を任
命し、「内部監査規程」に基づき内部監査を実施します。また、内部監査人は
必要に応じて会計監査人と情報交換を実施します。

（2）当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 取締役会議事録、その他重要な書類等の取締役の職務執行に係る情報の取扱

いは、「文書管理規程」等の社内規程に基づき、文書または電磁的媒体に記録
し、適切に保存及び管理します。

② 文書取扱主管部署は、当社の取締役及び監査役の閲覧請求に対して、いつで
もこれら文書を閲覧に供せるように管理します。

（3）財務報告の適正性を確保するための体制
　当社は、金融商品取引法の定めに従い、「財務報告に係る内部統制の基本方針
書」を定め、全社レベル並びに業務プロセスレベルの統制活動を強化し、適切
かつ有効な評価ができるよう内部統制システムの構築及び適切な運用に努め、
財務報告の適正性を確保します。
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（4）当社の損失の危険の管理に関する規程その他体制
　当社は、取締役会がリスク管理体制を構築する権限と責任を有し、これに従
い、リスク管理に係るコンプライアンス・リスク委員会を設置し、多様なリス
クを可能な限り未然に防止し、危機発生時には企業価値の毀損を極小化するた
めの体制を整備します。

（5）当社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 定例取締役会を毎月１回開催するほか、機動的に意思決定を行うため、臨時

取締役会を開催するものとし、適切な職務の執行が行える体制を確保します。
② 毎月１回の定例取締役会に加え、取締役会の意思決定に資すること、多様な

リスクを可能な限り把握、対応するために執行役員を含めた経営会議を開催
します。

（6）監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使
用人に関する事項及びその使用人の取締役からの独立性に関する事項

① 監査役の職務を補助すべき使用人は、必要に応じてその人数を確保します。
② 当該使用人が監査役の職務を補助すべき期間中の指揮権は、監査役に委嘱さ

れたものとして、取締役の指揮命令は受けないものとし、その期間中の当該
使用人の人事評価においても独立性に影響を与えないように実施します。

（7）当社の取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他監査役への報告
に関する体制

① 取締役及び使用人は、監査役会の定めに従い、各監査役の要請に応じて必要
な報告及び情報提供を行います。

② 監査役への報告・情報提供は以下のとおり行います。
・取締役会での報告、情報提供
・各部門長のヒアリング時の報告、情報提供等

（8）その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 代表取締役及び内部監査担当は、監査役と必要に応じて意見交換を行います。
② 監査役は、取締役会をはじめ、経営会議等重要な会議に出席し、重要な報告

を受け取ります。
③ 監査役は、会計監査人とコミュニケーションを図ることにより、監査環境を

整備し監査の有効性、効率性を高めます。
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（9）反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方とその整備状況等
　当社は、反社会的勢力への対抗策として、「反社会的勢力対応規程」において

「基本方針」を定め、秩序や企業の健全な活動に脅威を与える反社会的勢力との
関係を一切持たず、いかなる場合においても反社会的勢力に対し、金銭その他
経済的利益を供与しないことを明示しており、断固たる態度で反社会的勢力と
の関係を遮断・排除することとしています。
　反社会的勢力の対応につきましては、代表取締役が最高責任者として責務を
負い、実質的な運用及び対応は総務部が対応統括部署となり、社内関係部門及
び管轄警察署等との協力体制を整備し、有事に備えます。

7．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
　当社は、上記の業務の適正を確保するための体制について、取締役会において決
議された「財務報告に係る内部統制の基本方針書」に基づき、当社の内部統制シス
テムを整備運用します。
　取締役の職務執行の体制については、取締役会は19回開催され、経営方針及び経
営戦略などの経営に関する重要事項の意思決定を行うとともに、取締役の業務執行
状況の監督を行いました。また、各取締役は、重要な業務執行について協議を行う
会議等を定期的に開催しました。
　監査役の職務執行の体制については、監査役会は15回開催されました。また、各
監査役は、取締役会や重要な会議等への出席や代表取締役、会計監査人及び内部監
査担当者との定期的な情報交換によって、取締役の職務執行の監督、内部統制シス
テムの整備運用状況を確認しました。
　内部監査については、内部監査担当者は、監査役と連携しながら内部監査を実施
し、定期的に代表取締役に報告しました。
　また、経営及び業務執行の健全かつ適切な運営強化のため、コンプライアンス・
リスク委員会を定期的に開催し、業務におけるリスク及びコンプライアンス違反行
為等の早期発見に努め、必要に応じて、取締役会及び監査役会へ報告します。
　合わせて、匿名性が担保された内部通報窓口を設置し、法令違反行為等の情報収
集体制を整備しております。
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貸 借 対 照 表
（2019年７月31日現在）

（単位：千円）
　

科 目 金 額 科 目 金 額
（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

有 価 証 券

仕 掛 品

貯 蔵 品

前 払 費 用

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 附 属 設 備

工 具、 器 具 及 び 備 品

無 形 固 定 資 産

商 標 権

ソ フ ト ウ エ ア

そ の 他

投資その他の資産

投 資 有 価 証 券

敷 金 及 び 保 証 金

長 期 預 け 金

長 期 前 払 費 用

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

1,715,063

1,281,095

281,511

19,784

34,347

1,582

95,500

1,242

595,183

60,914

30,619

30,295

187,349

995

184,083

2,270

346,918

219,253

65,520

12,002

26

48,124

1,992

流 動 負 債 399,119
買 掛 金 11,145
未 払 金 137,154
未 払 費 用 86,131
未 払 法 人 税 等 76,934
未 払 消 費 税 等 50,091
前 受 金 8,204
預 り 金 28,576
そ の 他 879

固 定 負 債 29,857
資 産 除 去 債 務 29,857
負 債 合 計 428,976
（純 資 産 の 部）

株 主 資 本 1,883,646
資 本 金 214,630
資 本 剰 余 金 181,694

資 本 準 備 金 164,950
そ の 他 資 本 剰 余 金 16,744
利 益 剰 余 金 1,487,658

そ の 他 利 益 剰 余 金 1,487,658
別 途 積 立 金 22,000
特 別 償 却 準 備 金 4,275
繰 越 利 益 剰 余 金 1,461,382

自 己 株 式 △336
評価・換算差額等 △2,376

その他有価証券評価差額金 △1,866
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △510

純 資 産 合 計 1,881,269
資 産 合 計 2,310,246 負 債 純 資 産 合 計 2,310,246

　

宝印刷株式会社 2019年09月25日 11時13分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20190917(on201812)_01）



事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

― 21 ―

損 益 計 算 書
（2018

2019
年
年

８
７

月
月

１
31

日
日

から
まで）

（単位：千円）
　

科 目 金 額
売 上 高 2,520,452
売 上 原 価 231,726
売 上 総 利 益 2,288,725

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,836,282
営 業 利 益 452,442

営 業 外 収 益
受 取 利 息 及 び 配 当 金 1,116
有 価 証 券 利 息 562
そ の 他 185 1,864

営 業 外 費 用
支 払 利 息 148
為 替 差 損 3,915
株 式 交 付 費 償 却 735 4,798
経 常 利 益 449,507

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 217
投 資 有 価 証 券 売 却 益 373 590

特 別 損 失
固 定 資 産 売 却 損 8
そ の 他 183 191
税 引 前 当 期 純 利 益 449,907
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 117,257
法 人 税 等 調 整 額 5,018 122,276
当 期 純 利 益 327,630
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株主資本等変動計算書
（2018

2019
年
年

８
７

月
月

１
31

日
日

から
まで）

（単位：千円）
　

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 その他
資本剰余金

資本剰余金
合 計

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計別途積立金 特別償却

準 備 金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 203,600 153,920 16,744 170,664 22,000 8,120 1,129,907 1,160,028

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 11,029 11,029 11,029

特別償却準備金の取崩 △3,844 3,844 ー

当 期 純 利 益 327,630 327,630

自 己 株 式 の 取 得
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 11,029 11,029 ー 11,029 ー △3,844 331,474 327,630

当 期 末 残 高 214,630 164,950 16,744 181,694 22,000 4,275 1,461,382 1,487,658

　
株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
自己株式 株主資本

合 計
その他

有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

評価・換算
差額等合計

当 期 首 残 高 △89 1,534,203 △1,338 771 △567 1,533,636

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 22,059 22,059

特別償却準備金の取崩 ー ー

当 期 純 利 益 327,630 327,630

自 己 株 式 の 取 得 △246 △246 △246
株主資本以外の項目の
当期変動額（純額） △527 △1,281 △1,809 △1,809

当 期 変 動 額 合 計 △246 349,443 △527 △1,281 △1,809 347,633

当 期 末 残 高 △336 1,883,646 △1,866 △510 △2,376 1,881,269
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書
2019年９月18日

株式会社はてな
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 植 草 寛 ㊞

指定有限責任社員
業務執行社員 公認会計士 羽 津 隆 弘 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社はてな
の2018年８月１日から2019年７月31日までの第19期事業年度の計算書類、す
なわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びに
その附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準
に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示することにある。こ
れには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から
計算書類及びその附属明細書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、
我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。
監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がな
いかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づ
き監査を実施することを求めている。
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　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証
拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、
不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評
価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、
状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の
作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採
用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判
断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に
公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明
細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示し
ているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記
載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、2018年８月１日から2019年７月31日までの第19期事業年度
の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議
の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状

況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職
務の分担等に従い、取締役、内部監査担当者その他の使用人等と意思疎通を
図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監
査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の
執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類
等を閲覧し、業務及び財産の状況を調査いたしました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合する
ことを確保するための体制その他株式会社の業務の適正を確保するために
必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制
の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている
体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及
び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意
見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを
監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について
報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10
月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に
応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、
計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記
表）及びその附属明細書について検討いたしました。
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２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正し
く示しているものと認めます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する
重大な事実は認められません。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。
また、当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職
務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任 あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると
認めます。

2019年９月18日
株式会社はてな 監査役会

常勤監査役 柴 崎 真 一 ㊞
社外監査役 中 村 勝 典 ㊞
社外監査役 砂 田 有 紀 ㊞

　
以 上
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 取締役４名選任の件
　本総会終結の時をもって現取締役全員（４名）が任期満了となります。つきまして
は、取締役４名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏名 現在の当社における

地位および担当
取締役会
出席回数

１
くり す よし おみ
栗 栖 義 臣 再任 代表取締役社長 19回／19回

（100％）

２
もう り ゆう じ
毛 利 裕 二 再任 取締役ビジネ

ス開発本部長
19回／19回
（100％）

３
こん どう じゅん や
近 藤 淳 也 再任 取締役 19回／19回

（100％）

４ リチャード・チェン 再任
社外

独立
取締役 19回／19回

（100％）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

１

く り す よ し お み

栗 栖 義 臣
（1978年３月６日）

再任

2002年 ４ 月 TIS株式会社入社
2008年10月 当社入社
2012年 ７ 月 当社 第４グループプロデュ

ーサー
2013年 ８ 月 当社 第２サービス開発本部

長
2014年 ２ 月 当社 サービス開発本部長
2014年 ７ 月 当社 取締役
2014年 ８ 月 当社 代表取締役社長（現

任）

65,000株

【取締役候補者とした理由】
　栗栖義臣氏は、取締役候補者であります。2014年
７月に取締役就任以来、開発部門を中心に当社経営全
般を熟知するとともに、豊富な業務知識と経験を有
し、適切に職務を遂行していることから、当社取締役
として適任であると判断し、取締役候補者としており
ます。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

２

も う り ゆ う じ

毛 利 裕 二
（1968年８月24日）

再任

1996年 ３ 月 株式会社ユー・エス・エデュ
ケーション・ネットワーク

（現：株式会社アビタス）入
社

1998年 ４ 月 同社 取締役
2000年 １ 月 株式会社キャリアアクセス

取締役
2001年11月 株式会社オプティマ 取締役
2007年 ４ 月 株式会社アイレップ 執行役

員
2007年10月 株式会社あいけあ 取締役
2010年10月 当社入社
2010年11月 当社 取締役 ビジネス開発

本部長
2011年 ２ 月 当社 取締役副社長 ビジネ

ス開発本部長
2014年 ８ 月 当社 取締役 ビジネス開発

本部長（現任）

27,900株

【取締役候補者とした理由】
　毛利裕二氏は、取締役候補者であります。2010年
11月に取締役就任以来、営業部門を中心に当社経営全
般を熟知するとともに、豊富な業務知識と経験を有
し、適切に職務を遂行していることから、当社取締役
として適任であると判断し、取締役候補者としており
ます。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

３

こ ん ど う じ ゅ ん や

近 藤 淳 也
（1975年11月２日）

再任

2001年 ７ 月 有限会社はてな（現：当社）
設立

2004年 ２ 月 当社 代表取締役社長
2014年 ８ 月 当社 代表取締役会長
2017年10月 株式会社OND 代表取締役

社長（現任）
2017年10月 当社 非常勤取締役（現任）

1,073,274株

【取締役候補者とした理由】
　近藤淳也氏は、取締役候補者であります。当社創業
以来、開発部門を中心に当社経営全般を熟知するとと
もに、豊富な業務知識と経験を有し、大局的な経営戦
略的アドバイスを提供していることから、当社取締役
として適任であると判断し、取締役候補者としており
ます。

宝印刷株式会社 2019年09月25日 11時13分 $FOLDER; 30ページ （Tess 1.50(64) 20190917(on201812)_01）



事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

― 31 ―

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位及び担当
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

４
リチャード・チェン
（1969年６月１日）

再任 社外 独立

1992年 １ 月 Barclays Global
Investors マーケティング・
ストラテジスト

1999年 ７ 月 オプトメール株式会社
代表取締役社長

2002年 ８ 月 Google Inc. シニアビジネ
スプロダクトマネージャー

2007年 ５ 月 カリフォルニア大学バークレー
校財団 理事

2010年 ６ 月 AngelPad メンター
2011年 ７ 月 当社 取締役（現任）

　
6,900株

【社外取締役候補者とした理由】
リチャード・チェン氏は、社外取締役候補者であり

ます。2011年７月に社外取締役就任以来、当社の経
営に有用な意見をいただいているものと判断しており
ます。また、他社においても幅広い経営助言経験を有
し、当社の経営にも適切に助言いただけるものと判断
し、社外取締役候補者としております。

　

（注）1. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. リチャード・チェン氏は、現在、当社の社外取締役でありますが、社外取

締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって８年３ヵ月となります。
なお、当社は同氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、
同取引所に届け出ております。同氏の再任が承認された場合、引き続き独
立役員とする予定であります。

3. 現在、当社定款の規定に基づき、会社法第427条第１項の規定により、リ
チャード・チェン氏との間で、会社法第423条第1項の損害賠償責任を限定
する責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償責任の限度
額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としております。な
お、本議案が承認可決され、同氏の再任が承認された場合、引き続き上記
責任限定契約を継続する予定であります。

4. 上記取締役候補者の所有する当社の株式数は、2019年７月31日現在のも
のであります。
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第２号議案 監査役３名選任の件
　本総会終結の時をもって現監査役全員（３名）が任期満了となります。つきまして
は、監査役３名の選任をお願いするものであります。
　本議案につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ております。
　監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏名 現在の当社に

おける地位
取締役会
出席回数

監査役会
出席回数

１
しば さき しん いち
柴 崎 真 一 再任 監査役 19回／19回

（100％）
15回／15回
（100％）

２
なか むら かつ のり
中 村 勝 典 再任

社外

独立
監査役 19回／19回

（100％）
15回／15回
（100％）

３
すな だ ゆ き
砂 田 有 紀

（旧姓 佐藤）
再任

社外

独立
監査役 19回／19回

（100％）
14回／15回
（93％）
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴及び当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

１

し ば さ き し ん い ち

柴 崎 真 一
（1957年６月６日）

再任

1983年12月 株式会社野村総合研究所入社
1992年 ６ 月 同社 主任研究員
2002年 ６ 月 株式会社やさしい手 顧問
2003年10月 同社 常勤監査役
2009年 ５ 月 株式会社シャルレ 顧問
2009年 ６ 月 同社 常勤監査役
2013年 ７ 月 当社 顧問
2013年10月 当社 常勤監査役（現任）

　 － 株

【監査役候補者とした理由】
柴崎真一氏は、監査役候補者であります。㈱野村総

合研究所を経た後、複数の事業会社において監査役を
経験し、監査役業務に対する幅広い知見を有している
ことから、当社の経営を適切に監査できるものと判断
し、監査役候補者としております。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴及び当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

２

な か む ら か つ の り

中 村 勝 典
（1956年６月４日）

再任 社外 独立

1983年12月 監査法人サンワ東京丸の内事
務所（現：有限責任監査法人
トーマツ）入所

1987年 ４ 月 中村勝典税理士事務所設立
所長（現任）

2003年 ２ 月 中村勝典公認会計士事務所設
立 所長

2003年 ５ 月 株式会社ティエスエスリンク
社外監査役

2004年 ８ 月 シティア公認会計士共同事務
所設立 共同代表（現任）

2012年 ６ 月 株式会社マースエンジニアリ
ング（現：株式会社マースグ
ループホールディングス）
社外監査役

2012年10月 当社 監査役（現任）
2015年 ６ 月 株式会社マースエンジニアリ

ング（現：株式会社マースグ
ループホールディングス）
社外取締役（現任）

2016年 ５ 月 株式会社アズ企画設計 社外
監査役（現任）

2017年 ５ 月 株式会社三弘社 社外監査役
（現任）

2017年 ５ 月 株式会社ケー・ティー・アロ
ーズ 社外監査役（現任）

2017年 ６ 月 株式会社ジェノメンブレン
社外監査役（現任）

（重要な兼職の状況）
シティア公認会計士共同事務所設立 共同
代表
株式会社マースグループホールディングス
社外取締役
株式会社アズ企画設計 社外監査役

　 －株

【社外監査役候補者とした理由】
中村勝典氏は、社外監査役候補者であります。公認

会計士としての専門的知識・経験等を相当程度有して
おり、それらを当社の監査体制に活かしていただくた
め、社外監査役候補者とするものであります。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴及び当社における地位
（重要な兼職の状況）

所有する
当 社 の
株式の数

３

す な だ ゆ き

砂 田 有 紀
（旧姓 佐藤）

（1977年５月27日）
再任 社外 独立

2005年10月 山本綜合法律事務所（現：山
本・柴崎法律事務所）入所

2006年 ５ 月 ホワイト＆ケース法律事務所
入所

2013年10月 弁護士法人苗村法律事務所
（現：弁護士法人虎門中央法
律事務所） 社員

2014年 ９ 月 学校法人立教学院立教大学
兼任講師

2014年11月 株式会社T＆Cコンサルティ
ング 取締役

2015年 ３ 月 公益社団法人セーブ・ザ・チ
ルドレン・ジャパン 監事

2015年 ５ 月 当社 監査役(現任）
2016年 ６ 月 株式会社ZUU 社外監査役

（現任）
2016年 ６ 月 一般財団法人如水会 監事

（現任）
2016年 ９ 月 株式会社ディー・エル・イー

社外監査役（現任）
2016年12月 King&Wood Mallesons 法

律事務所・外国法共同事業
パートナー

2018年 ９ 月 一般財団法人社会変革推進機
構 監事（現任）

2018年10月 株式会社ネットプロテクショ
ンズホールディングス 社外
取締役（監査等委員）（現任）

2019年 １ 月 創・佐藤法律事務所 パート
ナー（現任）

（重要な兼職の状況）
創・佐藤法律事務所 パートナー
株式会社ZUU 社外監査役
株式会社ディー・エル・イー 社外監査役
株式会社ネットプロテクションズホールデ
ィングス 社外取締役（監査等委員）

　 －株

【社外監査役候補者とした理由】
砂田有紀氏は、社外監査役候補者であります。弁護

士として培ってきた豊富な法律知識を有し、それらを
当社の監査体制に活かしていただくため、社外監査役
候補者とするものであります。
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（注）1. 各候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 中村勝典氏と砂田有紀氏は、社外監査役候補者であります。

　 3. 中村勝典氏と砂田有紀氏の社外監査役としての在任期間は、本総会終結の
時をもって中村勝典氏が７年、砂田有紀氏が４年５ヵ月となります。

　 4. 当社は、中村勝典氏と砂田有紀氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役
員として指定し、同取引所に届け出ております。両氏の再任が承認された
場合、引き続き独立役員とする予定であります。

　 5. 当社は、現在、当社定款の規定に基づき、会社法第427条第１項の規定に
より、中村勝典氏と砂田有紀氏との間で、会社法第423条第1項の損害賠償
責任を限定する責任限定契約を締結しております。当該契約に基づく賠償
責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最低責任限度額としてお
ります。同氏の再任が承認された場合、当社は同氏との当該責任限定契約
を継続する予定であります。

6. 社外監査役候補者が過去５年間に他の株式会社の取締役、執行役又は監査
役に就任していた場合において、その在任中に当該他の株式会社において
法令又は定款に違反する事実その他不正な業務の執行が行われた事実は以
下のとおりであります。砂田有紀氏が社外監査役を務めております株式会
社ディー・エル・イーにおいて、過去の財務諸表又は連結財務諸表に会計
上の懸念があることが発覚されました。過去５期分（平成2013年６月期か
ら平成2017年６月期）及び2018年６月期の売上計上及び事業構造改善引
当金の妥当性等についての調査を実施するに当たり、同社と利害関係を有
しない外部の専門家から構成される第三者委員会を設置し、第三者委員会
の調査の過程で、制作売上及び外注費用に関する不適切な会計処理が行わ
れていた新たな疑義が発覚したため、当初の調査範囲に追加して、当該不
適切な会計処理の事実関係の解明及びその原因分析、並びにそれに類似す
る取引の有無の調査がなされました。調査の結果、2018年11月、同社取
締役CFO等による一部の不適切な会計処理への関与が認定されました。砂
田有紀氏は、不適切な会計処理が行われていた事実が判明するまで当該事
実を認識しておりませんでしたが、同氏は日頃から法令遵守等の重要性に
ついて注意を喚起しており、また、当該事実が判明した後においては、再
発防止等について意見表明を行うとともに、その実施を監視するなど、適
切に社外監査役としての職責を果たしております。

7. 上記監査役候補者の所有する当社の株式数は、2019年７月31日現在のも
のであります。
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第３号議案 補欠監査役１名選任の件
　法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役１名の選任を
お願いするものであります。
　本議案につきましては、あらかじめ監査役会の同意を得ております。
　補欠監査役候補者は、次のとおりであります。
　

氏 名
（生年月日） 略歴及び重要な兼職の状況 所有する当社

の 株 式 の 数

か た お か け い た

片 岡 圭 太
（1963年８月２日）

社外

1994年 ４ 月 弁護士登録（第一東京弁護士
会）
川﨑友夫法律事務所入所

2004年 ４ 月 インテグラル法律事務所設立
2011年 ８ 月 涼風法律事務所 パートナー

（現任）
2017年 １ 月 株式会社ブライセン 社外監

査役（現任）
（重要な兼職の状況）
涼風法律事務所 パートナー（現任）

－株

【補欠の社外監査役候補者とした理由】
片岡圭太氏は、弁護士として、法律に関する高度な能

力・識見に基づき、企業法務において実績をあげておられ
ます。当社においても、社外監査役としての監査機能の実
効性を高めていただくことができると判断したことから、
社外監査役として選任をお願いするものであります。

なお、同氏は社外役員になること以外の方法で会社経営
に関与したことはありませんが、上記の理由により、社外
監査役としての職務を適切に遂行することができるものと
判断しております。

　

（注）1. 候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
2. 片岡圭太氏は補欠の社外監査役候補者であります。
3. 当社は同氏が所属する弁護士事務所との間で法律顧問契約を締結し、毎月

顧問料を支払っております。その金額は、当社の他の弁護士事務所の月額
顧問料と比較しても同等程度であり、当社が定める社外役員の独立性に影
響を与えるものではありません。

4. 同氏が社外監査役に就任した場合、当社定款の規定に基づき、当社は同氏
との間で、会社法第427条第１項の規定により、同法第423条第１項の損
害賠償責任を限定する責任限定契約を締結する予定であります。ただし、
当該契約に基づく賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項に定める最
低責任限度額としております。

5. 同氏の所有する当社の株式数は、2019年７月31日現在のものであります。
　

以 上
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メ モ
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渋谷駅
（東急百貨店）

国連
大学

青山通り（国道246号線）
地下鉄・半蔵門線、銀座線

みずほ銀行
地下鉄
出 口

地 下 鉄
表参道駅

地下鉄
出 口

地下鉄
出 口

地下鉄
Ｂ３出口地下鉄

Ｂ１出口
青山ライズスクエア

青山学院
記 念 館

東門
西門 青山学院

アイビーホール
（青学会館）

正門

至赤坂

至
原
宿

明
治
通
り

至
恵
比
寿

骨
董
通
り

至
麻
布

地
下
鉄
・
千
代
田
線

表
参
道

山手線

見やすく読みまちが
えにくいユニバーサ
ルデザインフォント
を採用しています。

株主総会会場ご案内図

会 場：アイビーホール（青学会館）２階ミルトス

〒150－0002 東京都渋谷区渋谷四丁目４番25号
　

〔交 通〕
地下鉄 銀座線、千代田線または半蔵門線
　  「表参道」駅（Ｂ１、Ｂ３出口）より徒歩約５分
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